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令和3年度事業研修会計画創立30周年記念式典

3

井口副会長 開式の辞

第 6 代杉浦会長へ丸山副会長より花束の贈呈顧問・相談役の皆様

式典会場風景

小池元副会長

井口実行副委員長 閉式の辞

森瀬元副会長 鈴木元副会長永島元副会長 町田元副会長

前川練馬区長 祝辞

司会
田中青年部会長（右）
浅井源泉部会長（左）

練馬区へコロナ対策寄付金を
前川練馬区長へ贈呈

国歌斉唱

市川練馬西税務署長 祝辞

髙橋会長が感謝状を授与

髙橋会長 式辞

小河原練馬都税事務所長 祝辞

事務局長とご参列の皆さん副会長の皆さん

（左）谷口実紗（ソプラノ）
（右）伊藤美佐子（ソプラノ）

（左）中村美朱 （々ピアノ）  （右）下山田珠実（チェロ）

●日時／令和 4 年 1月 26 日（水）  ●会場／ホテルカデンツァ東京 

　2022 年 1 月 26 日（水）ホテルカデンツァ東京に於いて「公益社団法人 練馬西法人会 創立 30 周年記　2022 年 1 月 26 日（水）ホテルカデンツァ東京に於いて「公益社団法人 練馬西法人会 創立 30 周年記
念式典」が感染予防対策を十分に行い開催致しました。新型コロナウイルスの影響で「まん延防止等重念式典」が感染予防対策を十分に行い開催致しました。新型コロナウイルスの影響で「まん延防止等重
点措置」が発令されていた為、前川練馬区長、市川練馬西税務署長、小河原東京都練馬都税事務所長とご点措置」が発令されていた為、前川練馬区長、市川練馬西税務署長、小河原東京都練馬都税事務所長とご
来賓の方々も限られた方をお招きし執り行いました。来賓の方々も限られた方をお招きし執り行いました。
　井口昌光副会長開会の辞の後、髙橋会長に式辞を頂きご来賓の方々よりご挨拶を頂戴いたしました。　井口昌光副会長開会の辞の後、髙橋会長に式辞を頂きご来賓の方々よりご挨拶を頂戴いたしました。
髙橋会長より前川練馬区長へ「練馬区コロナ対策寄付金」の贈呈を致しました。髙橋会長より前川練馬区長へ「練馬区コロナ対策寄付金」の贈呈を致しました。
　続いて歴代副会長の皆様に、法人会功労感謝状の贈呈を行いました。　続いて歴代副会長の皆様に、法人会功労感謝状の贈呈を行いました。
　その後多数の応募を頂いた、創立 30 周年記念マスコットキャラクター名を森式典実行委員長より発　その後多数の応募を頂いた、創立 30 周年記念マスコットキャラクター名を森式典実行委員長より発
表があり「ねりりん」と命名されました。また川柳受賞者の発表が行われ、193 名 858 句の応募を頂いた表があり「ねりりん」と命名されました。また川柳受賞者の発表が行われ、193 名 858 句の応募を頂いた
中から受賞者の発表を行いました。中から受賞者の発表を行いました。
　アトラクションとしてフェアリーフラワーの皆さんに演奏をして頂き、最後に、井口博一実行副委員　アトラクションとしてフェアリーフラワーの皆さんに演奏をして頂き、最後に、井口博一実行副委員
長より閉会の挨拶で式典が無事終了致しました。長より閉会の挨拶で式典が無事終了致しました。

創立創立3030周年記念式典開催周年記念式典開催
法人会功労感謝状の贈呈法人会功労感謝状の贈呈

アトラクションアトラクション  フェアリーフラワー フェアリーフラワー 演奏演奏
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令和4年度事業研修会計画 創立30周年記念式典

健康セミナー健康セミナー

簿記研修会簿記研修会

チャリティゴルフ大会チャリティゴルフ大会

支部研修会支部研修会

絵はがきコンクール表彰式絵はがきコンクール表彰式

青年部献血大会青年部献血大会

源泉部会閉講式源泉部会閉講式

令和4年度事業研修会計画（予定）
本 部 事 業

企業経営セミナー 5月19日（木） 法人会　会議室

総会 6月9日（木） 勤労福祉会館

税金〇×クイズ 7月27日（水） 光和小学校

税制税務委員会研修会 8月24日（水） 勤労福祉会館

健康セミナー 9月15日（木） 法人会　会議室

役員合同研修会 10月27日（木） 勤労福祉会館

年末調整・法定調書講座 11月9日（水） 勤労福祉会館

新春賀詞交歓会 令和５年 1月26日（木） ホテルカデンツァ東京

企業経営セミナー 令和５年 3月16日（木） 法人会　会議室

同 好 会
第10回記念親睦ゴルフ大会 10月19日（水）美里ロイヤルゴルフ倶楽部

協 賛 事 業
簿記講座（日商３級）（計６回） 　４月～５月開催 法人会 会議室 (2023年も同時期開催）

支 部 事 業
１支部　研修会 10月予定 勤労福祉会館

２支部　研修会 7月22日（金） 石神井交流センター

４支部　研修会 7月25日（月） 関区民センター

３支部　研修会 令和５年２月予定 上石神井南地域集会所

５支部　研修会 9月15日（木） 南大泉地域集会所

６支部　研修会 9月中旬予定 西武信用金庫　大泉支店

７支部　研修会 11月予定 大泉地域集会所

女 性 部 会 事 業
絵はがきコンクール  表彰式 12月14日（水） 大泉学園ゆめりあホール

新春研修会 令和５年２月８日（水） 勤労福祉会館

青 年 部 会 事 業
野外研修会 7月10日（日） 未定

秋季研修会 9月16日（金） OZバンケットホール

献血大会 11月11日（金） 練馬西税務署 駐車場内

租税教室 4月～令和5年2月 練馬西税務署管内 小学校

源 泉 部 会 事 業
第１回研修会　開講式 6月13日（月） 練馬西税務署

野外研修会 9月21日（水） 未定

第2回研修会　 10月11日（火） 練馬西税務署

第3回研修会（税制委員会合同） 11月9日（水） 勤労福祉会館「年末調整講座」

第4回研修会　閉校式 令和５年2月20日（月） 勤労福祉会館

練馬区西法人会 30 周年記念式典のお礼

30 周年実行委員とお手伝い頂いた方々
記念に配布された

エコバック

演奏いただいたフェアリーフラワーの皆さんと記念撮影
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　先日は（公社）練馬西法人会 30 周年記念式典にご参加いただき
誠にありがとうございました。
　式典開催決定については会長、役員は苦渋の決断の結果で、感
染防止の為にいろいろと工夫を凝らし努力していただき開催にこ
ぎつけました。多くの会員様、並びに練馬区長様、練馬西税務署長
様、練馬都税事務所長様のご出席で式典も企画、進行、演出等に役
員の努力で盛り上がり無事に閉会となりました。
　後日式典による感染したお話も無く無事に終わったと思い安ど
しており、参加された会員、会長、副会長、実行委員、事務局、ホテル
の方々の並みならぬ行動と努力があったからと私は信じており感
謝申し上げます。
　練馬西法人会の新キャラクター「ねりりん」にどうか活躍の場を
与えていただき会員・区民の子供達に可愛がられる事を期待してお
ります。
　最後に会員の皆様のご健康とご多幸、ご繁栄を祈っております。

３０周年実行委員長 森 武士
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マスコットキャラクター名の発表マスコットキャラクター名の発表

川柳受賞者の発表川柳受賞者の発表

　公益社団法人練馬西法人会が平成２年 10 月に創立して 30 年。 
　この度、創立 30 周年を記念してマスコット・キャラクターを作成し、令和 3 年 4 月1日から10
月 31日までマスコット名の応募を行いました。 
　お陰様で、インターネット・郵送等を通じて1,463件の応募の中から、「ねりりん」に決まりました。 
　応募総数の中から55件を選び、30周年実行委員に事前審査を行いました。その中から上位９件
を絞込み、11月４日の30周年実行委員会にて、「にしねりくん」「ねりりん」「ウマッキー」「れんまちゃん」
で決選投票を行い、「ねりりん」が最多票を集めました。 
　選考委員の中から練馬の凛としたマスコットとして愛されるよう願って採用が決まりました。 
　マスコット名は令和４年１月 26 日に開催された創立 30 周年記念式典において、森武士実行委
員長より発表をいたしました。 
　「ねりりん」と書いて頂いた3名の方より抽選で1名の方に記念品を送らせて頂きました。
　応募者の中から30名の方に記念のクオカードをプレゼント致しました。 
　新マスコット「ねりりん」が、みなさんに可愛がって貰えることを願って、法人会活動や小学生の租税教室に活躍し
てもらうことになっております。  　　　　　　　　　　　　　　　30 周年実行副委員長 井口 博一・坂口 亀一郎

全国の皆様より 858 句の川柳を193 名の方々から応募いただきました。
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公益社団法人 練馬西法人会 マスコット名は『ねりりん』に決定しました。 

佳作入選作佳作入選作

佳作入選作佳作入選作金賞入選作金賞入選作
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練馬西税務署からのお知らせ
都税事務所からのお知らせ
税理士会ニュース

2022年度 税 務 職 員 募 集

練馬西税務署からのお知らせ

税務職員は、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・
経済・会計等の専門知識を駆使して適正な課税を維持し、また、租税収入を
確保するための事務を行います。

◇受験資格 1 2022（令和４）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業し
た日の翌日から起算して３年を経過していない者（2019（平成31）年４月
１日以降に卒業した者が該当する。）及び2023（令和5）年３月までに高
等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

 2 人事院が上記１に掲げる者に準ずると認める者

◇申込手続 1 申込方法
  インターネット申込み
  人事院ホームページ上の申込専用アドレスをご利用ください。
 2 受付期間
  令和４年６月20日（月）９時から令和４年６月29日（水） [受信有効]まで
 3 受験案内交付期間
  令和４年５月６日（金）から令和４年６月29日（水）まで
  ９時から17時まで（土曜日及び日曜日を除く。）
 4 受験案内交付場所
  東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局（所）
  （注）人事院ホームページからもダウンロードすることができます。

◇試 験 日 第１次試験  令和４年９月４日（日）
　　　　 第２次試験  令和４年10月12日（水）から令和４年10月21日（金）までのうち
   指定された日時

適正かつ公平な賦課及び徴収の実現を、
我々と一緒に目指してみませんか。

Ｐｒｉｄｅ of the ＳｐｅｃｉａｌｉｓｔＰｒｉｄｅ of the Ｓｐｅｃｉａｌｉｓｔ～公平な世の中を創る、志～～公平な世の中を創る、志～

 

※ 試験概要等の詳しい情報は、東京国税局ホームページ
　「採用関係お役立ちリンク集」をご確認ください。

　　【問合せ先】 東京国税局 総務部 人事第二課 試験係
　　　　　　　 (代表)０３－３５４２－２１１１ 内線２１６２

採用関係お役立ち
リンク集

人事院国家公務員試験
【採用NAVI】
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子
デ
ー
タ
の
受
領
等
か
ら
最
長
二
か
月
と
概
ね
七
営

業
日
以
内
に
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
与
す
る
方
法
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。（
電
子
デ
ー
タ
の
訂
正
及
び
削
除
の
防
止

に
関
す
る
事
務
処
理
規
程
な
ど
の
社
内
規
程
を
定
め
て

運
用
す
る
こ
と
な
ど
で
代
替
可
能
に
な
り
ま
す
。）

　

二
の
可
視
化
の
要
件
を
満
た
す
方
法
と
し
ま
し
て

は
、
電
子
デ
ー
タ
の
フ
ァ
イ
ル
名
に「
取
引
年
月
日
・
取

引
金
額
・
取
引
先
」
を
規
則
的
に
表
示
す
る
方
法
や
電

子
デ
ー
タ
を
索
引
簿
に
紐
付
け
し
索
引
簿
に
内
容
を
記

載
す
る
方
法
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
電
子
取
引
デ
ー
タ
の

保
存
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
存
要
件
に
従
っ
て
保
存
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
所
轄
税
務
署
長
が
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
、
引
き
続
き
出

力
書
面
に
よ
る
保
存
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
見
込

み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
電
子
取
引

デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
保
存
の
義
務

化
に
対
応
す
る
た
め
に
速
や
か

な
社
内
業
務
フ
ロ
ー
の
整
備
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

押金秀男 広報部長

練
馬
都
税
事
務
所
長

 

奥
田
　
知
子

●●
●●
●●  

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶  

●●
●●
●●  

　

薫
風
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り

練
馬
都
税
事
務
所
長
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
奥
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
公
益
社
団
法
人
練

馬
西
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
都

の
税
務
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、

租
税
教
育
の
推
進
、
e
L
T
A
X
利
用
促

進
の
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
や
D
X
の
推
進
に
よ
り
、
税
務
行
政
に

お
い
て
も
一
層
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

納
税
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
都
主
税
局
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
税
の
拡
大
や
各
種
証
明
書
の
電
子
申
請

導
入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
新

た
に
、
電
子
マ
ネ
ー
納
税
に
つ
い
て
練
馬

都
税
事
務
所
一
階
窓
口
に
て
試
行
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
世
界
が
気
候
危
機
に
直
面
す
る

今
、
東
京
都
は
、
二
○
三
○
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
す
る「
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ
」を
表
明
し

ま
し
た
。
都
主
税
局
で
は
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
付
き
ゼ
ロ
エ
ミ
住
宅
に
対
す
る
不
動
産

取
得
税
の
減
免
制
度
を
創
設
し
、
税
制
面

か
ら
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、

よ
り
強
固
な
財
政
基
盤
の
構
築
が
必
要
で

あ
り
、
税
務
行
政
の
果
た
す
役
割
は
益
々

重
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
練
馬
都
税
事
務

所
は
、
納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
に

努
め
、
引
き
続
き
、
税
収
の
安
定
的
確
保
、

税
務
事
務
の
精
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
創
立
以
来

三
十
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
都
の
税
務
行

政
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
貴
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
練
馬
都

税
事
務
所
の
取
組
に
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
貴
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
事
業
の
ご

繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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社長さんこんにちは 社長さんこんにちは

お
ひ
と
り
お
一
人
の
人
生
に
寄
り
添
い
、

そ
の
方
ら
し
い
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て

　

二
〇
一
八
年
十
一
月
に
開
業
い
た
し
ま
し
た
介
護

付
有
料
老
人
ホ
ー
ム「
ソ
ナ
ー
レ
石
神
井
」
は
、
サ
ー

ビ
ス
コ
ン
セ
プ
ト
に“
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
Ｆ
ｏ
ｃ
ｕ
ｓ（
ラ
イ
フ

フ
ォ
ー
カ
ス
）”
を
掲
げ
、

ラ
イ
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中

心
と
し
た
独
自
の
体
制
で
、

日
々
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

実
例
を
ご
紹
介
し
ま
す

と
、
あ
る
ご
入
居
者
が
、
住

み
慣
れ
た
ご
自
宅
へ
の
一
時

帰
宅
を
ご
希
望
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
ス
タ
ッ
フ
は
、

実
現
に
向
け
て
話
し
合
い

を
重
ね
、
事
前
調
査
で
ご

自
宅
の
住
環
境
を
確
認
し

た
り
、
看
護
師
と
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
の
同
行
を
決
定
し
た
り
し
て
、
安
全
に
実

施
で
き
る
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。
こ
う
し
て
迎
え

た
当
日
。
ご
入
居
者
は
懐
か
し
の
我
が
家
で
一
家
団

欒
の
ひ
と
時
を
満
喫
さ
れ
、
帰
館
後
に
は
満
ち
足

り
た
笑
顔
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
そ
の
方
が
大
切
に
さ
れ
て
き
た

想
い
や
時
間
を
、
ご
入
居
後
も
変
わ
ら
ず
愉
し
め
、

ご
自
身
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

ご
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
で
は
、
毎
日
実
施
し
て
い
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
日
中
は
で
き
る
だ
け

活
動
的
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
グ
ラ
ン

ド
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
て
体
操
や
趣
味
活
動
等
を
随
時

実
施
し
、
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、

筋
力
維
持
に
よ
る
転
倒
防
止
や
生
活
リ
ズ
ム
の
改

善
、
認
知
症
予
防
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。
二
十
四

時
間
の
看
護
体
制
や
作
業
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ

リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
と
併
せ
て
、
ご
入
居
者
の
安

心
で
健
や
か
な
暮
ら
し
の
継
続
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
ソ
ナ
ー
レ
石
神
井
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
花
と
緑
が
織
り
な
す
豊
か
な
住
環
境
で

お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

有
る
も
の
を
使
っ
て
無
い
も
の
を
つ
く
ろ
う

　

当
社
は
I
T
関
連
の
お
客
様
の
研
究
・
開
発
・

設
計
の
サ
ポ
ー
ト
と
自
社
製
品
の
企
画
製
造
販
売

を
目
的
と
し
て
十
年
前
の
二
〇
一
二
年
十
二
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
方
に
は
馴

染
み
の
薄
い
イ
ン
フ

ラ
に
近
い
部
分
を
受

け
持
つ
電
子
機
器
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研

究
開
発
設
計
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
航
空

機
に
搭
載
さ
れ
る

レ
ー
ダ
ー
の
信
号
処

理
装
置
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
日
本
標
準
時
の
配
信
装
置
、

G
P
S（
G
N
S
S
）を
媒
介
と
し
た
遠
隔
校
正
装

置
な
ど
で
す
。

　

日
本
標
準
時
の
配
信
装
置
は
小
金
井
に
あ
る
日
本

標
準
時
の
原
子
時
計
か
ら
供
給
さ
れ
る
日
本
標
準
時

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
配
信
し
、
放
送
局
や
一
般
企

業
な
ど
の
時
刻
ソ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
G
P
S（
G
N
S
S
）
を
媒
介
と
し
た
遠
隔
校

正
装
置
は
、
日
本
の
宇
宙
物
理
学
の
研
究
拠
点
の
一

つ
で
あ
る
東
京
大
学
の
共
同
利
用
施
設
で
あ
る
神
岡

宇
宙
素
粒
子
研
究
所
い
わ
ゆ
る
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
光

が
三
メ
ー
ト
ル
進
む
ほ
ど
の
時
間
精
度
で
時
刻
を
刻

ん
で
お
り
、
日
本
の
素
粒
子
物
理
学
研
究
に
僅
か
な

が
ら
も
貢
献
出
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
と
お
り
、
有
る
も
の
を
使
っ

て
ま
だ
世
の
中
に
無
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

意
気
込
み
で
日
々
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
し
よ
う

と
考
え
る
毎
日
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
仕
事
を
す
る
仲
間
た
ち
の
幸
せ
を
大

事
に
し
な
が
ら
…
で
す（
笑
）

　

こ
の
度
、
練
馬
西
法
人
会
の
皆
様
向
け
に
筆
を

取
る
機
会
を
頂
き
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

S
D
G
s
! こ
れ
だ
!

　

あ
る
日
の
社
長
の
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
環
境
に

優
し
い
取
り
組
み
。

　

当
社
は〈
美
し
く
、
よ
り
丁
寧
に
〉
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
す
。

　

日
頃
、
ひ
ど
い
汚
れ
を
ピ
カ
ピ
カ
に
す
る
た
め
、

強
力
な
洗
剤
を
使
用
し
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、
手
が
荒

れ
る
…
。
そ
の
よ
う
な

洗
剤
を
使
用
し
た
と
こ

ろ
で
、
残
留
し
な
い
だ

ろ
う
か
？
残
留
す
る
こ

と
な
い
よ
う
、
よ
り
丁

寧
に
作
業
し
て
い
る

が
、
懸
念
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
矢
先
に
出

会
っ
た
の
は『
強
ア
ル

カ
リ
イ
オ
ン
電
解
水
』

こ
れ
は
抜
群
の
洗
浄
力

と
除
菌
、
二
度
拭
き
不
要
と
い
う
夢
の
よ
う
な
液

体
で
す
。

　

こ
れ
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
作
業

員
の
手
も
荒
れ
ず
、
通
常
の
強
力
な
洗
剤
よ
り
も

ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
電
解
水
を
使
用
し
た
方
が
よ
り

き
れ
い
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
電
解
水
は
食
品
製
造
の

現
場
で
も
活
躍
し
て
い
る
も
の
で
す
。
食
品
衛
生

法
で
定
め
ら
れ
た
食
品
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄

剤
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
て
、
皮
膚
と
接
触
す
る

と
中
和
さ
れ
る
人
体
に
安
全
な
も
の
と
し
て
活
用

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
電
解
水
を
活
用
す
る
利
点

①
ア
ル
カ
リ
は
汚
れ
を
分
解
す
る
過
程
で
自
ら
水 

　

に
戻
る
た
め
残
留
性
が
な
い

②
残
留
洗
剤
の
問
題
も
な
し

③
す
す
ぎ
の
手
間
が
短
縮
さ
れ
て
作
業
効
率
ア
ッ
プ

④
洗
浄
と
同
時
に
失
活
、
除
菌
、
消
臭
ま
で
こ
な
す

　

環
境
問
題
を
少
し
で
も
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

お
役
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
今
日
ま
で
、
民
間
工

事
を
は
じ
め
公
共
工
事
に
も
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

の
で
今
後
共
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
又
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
並
び
に
公
益
社

団
法
人
練
馬
西
法
人
会
の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

西
法
人
会
と
共
に
三
十
年

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
森
成
建
設
株
式
会
社
の
森

と
申
し
ま
す
。

　

当
社
は
平
成
二
年
石
神
井
公
園
で
創
業
し
、
平

成
二
十
五
年
に
現
在
の
西
大
泉
へ
移
転
し
た
建
設

業
、
不
動
産
業
を
営
み
三
十
一
年
に
な
り
ま
す
。

　

当
社
は
現
在
営
業
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
三
十

年
の
間
、
建
設
業
会
、
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、
練

馬
西
法
人
会
の
た
く
さ
ん
の
皆
様
と
お
会
い
し
中

に
溶
け
込
み
活
動
し
た
結
果
、
た
く
さ
ん
の
お
仲

間
を
通
じ
て
、
新
し
い
当
社
の
営
業
以
外
の
知
識

を
得
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

い
み
じ
く
も
練
馬
西
法
人
会
が
創
立
三
十
周
年

を
迎
え
た
こ
と
は
、
当
社
も
同
じ
時
代
を
駆
け
抜

け
て
き
た
の
だ
な
と
、
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ

感
無
量
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
当
社
は『
お
客

様
の
大
切
な
財
産
を
、

よ
り
有
効
に
、
よ
り

価
値
を
高
め
る
た
め

に
』私
た
ち
は
日
夜
努

力
を
し
、
お
客
様
の

生
活
の
場
や
事
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う

行
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
技
術
者
の
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
で
皆
様
の

お客様の生活の場や事業をサポート

業務で活躍する機材

安心で健やかな暮らしを

ソ
ナ
ー
レ
石
神
井

ホ
ー
ム
長  

恵
　
公
平

関町南 1-2-32
電話 03-6904-9600

第 4 支部

森
成
建
設 

株
式
会
社代

表
取
締
役  

森
　
武
士

西大泉 1-2-3
電話 03-5947-5554

第 5 支部

株
式
会
社 

昇
和

代
表
取
締
役

柾
　
博
光

南大泉 3-7-21
電話 03-3924-2953

第 5 支部

イ
ー
ス
リ
ー
・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

株
式
会
社

代
表
取
締
役  

野
間
　
泉

関町北 2-28-3 2F
電話 03-6279-7802

第 4 支部

研究・開発・設計のサポート
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税の漫画講座
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東法連退職金制度のお知らせ 部会・委員会活動報告

部会・委員会活動報告　2022.2.9 〜 2022.4.24　

青年部会 報告会

女性部会 報告会

照姫まつり

練馬西税務署へ花鉢寄贈

女性フォーラム

簿記研修会 開講式

税制改正勉強会

日時　令和4年2月9日（水）
場所　練馬西税務署

田中青年部会長（右）が市川署長（左）に寄贈

静岡大会に参加した皆さん税務署の皆様にもお越し頂きました

講師の今野不二人様

髙橋会長（右）が市川署長（左）に寄贈

会場風景当会　ブース風景

本橋委員長挨拶

日時　令和4年4月14日（木）
場所　ツインメッセ静岡
人数　3名

日時　令和4年4月16日（土）
場所　練馬西法人会事務局
人数　17名

日時　令和4年4月8日（金）
場所　練馬西法人会事務局
人数　16名・ZOOM参加10名 計26名

会場風景報告会に参加した皆様

報告会の様子

東京税理士会練馬西支部税理士
川名亘司 先生

田中青年部会長の挨拶

本橋部会長の挨拶

日時　令和4年4月20日（水）
場所　勤労福祉会館
人数　22名

日時　令和4年4月24日（日）
場所　石神井公園 西側けやきひろば
人数　お手伝い２６名

令和4年4月22日（金）
場所　OZバンケットホール
人数　29名

公益社団法人 練馬西法人会マスコットキャラクター「ねりりん」
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お店紹介お知らせ、編集後記

編
集
後
記
　

　

広
報
誌
「
い
ず
み
」
を
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

近
年
練
馬
西
法
人
会
の
広
報
活
動
も
社
会
全
体
の
デ
ジ

タ
ル
情
報
化
に
伴
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
の
共
有
化

を
図
る
上
で
随
分
便
利
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
広
報
誌
も
含
め
た
雑
誌
な
ど
印
刷
さ
れ
た
現

物
で
の
収
集
は
溜
ま
っ
て
く
る
と
保
管
場
所
の
問
題
な
ど

が
生
じ
て
意
外
に
大
変
で
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
保
管
が
可
能
と
な
り
情
報
の
再
確

認
を
す
る
際
に
以
前
の
出
来
事
や
今
後
の
活
動
予
定
内
容

や
日
時
確
認
な
ど
が
容
易
に
で
き
て
と
て
も
便
利
で
す
。

　

今
後
も
広
報
委
員
の
一
員
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
含

め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
更
な
る
利
便
性
の
向
上
を
思
案
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
社
会
状
況
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
対
策
や
、一
国（
ロ

シ
ア
）
に
よ
る
隣
国
へ
の
一
方
的
な
侵
略
と
も
い
え
る
行

為
に
対
し
各
国
に
よ
る
経
済
的
対
抗
策
の
発
動
、
急
速
な

円
安
に
伴
う
国
内
イ
ン
フ
レ
へ
の
不
安
と
何
を
と
っ
て
も

厳
し
い
経
済
的
状
態
が
継
続
中
で
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
何
か
し
ら
の
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
穏
や
か
で
平
和
な
日
常
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

広
報
副
委
員
長　

山
﨑　

史
郎

お 知 ら せ

第
十
一
回 

通
常
総
会 

開
催
の
ご
案
内

　

会
員
各
位
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
の
第
十
一
回
通
常
総
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

ご
多
用
中
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ

の
う
え
、
ご
出
席
を
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

議
案
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
練
馬
西
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一
、
日
時 

令
和
四
年
六
月
九
日（
木
）

 

午
後
四
時

一
、
場
所 

練
馬
区
立
勤
労
福
祉
会
館

 

東
大
泉
五
ー
四
十
ー
三
十
六

 

☎
三
九
二
三
ー
五
五
一
一

一
、
総
会

 

●
議　

案

　

  

① 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

　

  

② 

令
和
三
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

  

●
報
告
事
項

　

  

① 

令
和
四
年
度
事
業
計
画

　

  

② 

令
和
四
年
度
収
支
予
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
為
、

　
「
懇
談
会
」は
中
止
い
た
し
ま
す
。

まだ「委任状」未提出の方は急ぎ、
ご投函くださいますようお願い申し
上げます。

２０２2年７月・8月
生活習慣病検診日程

駅前清掃

決算法人説明会のお知らせ

日 付 2022年7月11日（月）
会 場 ホテルカデンツァ東京
日 付 2022年7月12日（火）
会 場 石神井庁舎
日 付 2022年8月 4日（木）
会 場 石神井庁舎

●開催日 令和4年6月11日（土）
●場　所 大泉学園駅南口
　　　　 石神井公園駅北口
　　　　 上石神井駅北口
　　　　 武蔵関駅南口
●時　間 午前8時から午前9時

※雨天の場合6月18日（土）です。
　コロナ感染症予防の為マスク着用で
　お願いいたします。

2022年度 決算法人説明会
●開催日 2022年6月21日（火）
●時　間 午後１時30分～午後4時
●場　所 練馬西税務署二階大会議室

※詳細は、後日案内させて
　いただきます。

第 125 号
発行日

令和4年5月20日

発行所 公益社団法人
 練馬西法人会
東京都練馬区東大泉6-47-15
電　話 03（3923）7272
F A X 03（3923）7285
eメール：oizumi-nishinerima@

wing.ocn.ne.jp
http://www.nerimanishi-

houjinkai.or.jp
発行責任者 髙橋　利充
編集責任者 井口　博一

本誌は、FSC認証用紙、環境に優れた
インキを使用しています。

公益事業委員会で実施する「使用済みインクカートリッジと切手収集」は、日本国際ボ
ランティアセンターに寄付致します。この活動は、発展途上国の人々の為に役立てられ
ます。ぜひ、捨てずに支部役員あるいは事務局にお届けください。

使用済みインクカートリッジと切手収集のお願い

▲使用済みインクカートリッジ

■以下の点にご注意ください
1.各メーカーの家庭用のプリンターに使われてい
る使用済みのインクカートリッジが対象です。
※業務用のインクカートリッジは対象外です。
2.カートリッジの中にインクが残っている場合
は、インクが漏れないようにビニール袋に入れ
てお届けください。 締切り 令和5年2月末日まで

公益事業委員会から

▲使用済み切手切手のまわり
　5mm程度余白。

　そば匠 やぶいず さんは、西武新宿線
「上石神井駅」より徒歩１０分（または西武
バス「上石神井北小学校」バス停のすぐそ
ば）の、静かな住宅街の入口にあります。
店前には季節のおすすめメニューと日本酒
の銘柄が並んでいて、蕎麦好きな方はもち
ろん、私のようなお酒好きにも“ちょっと気
になる”お店構えになっています。
　店内に入ると、地元のお客様が多いよう
で、ご夫婦やご家族連れをはじめ、お仕事
の合間にお一人でランチを楽しまれている
方もいて、どなたでも気兼ねなく入れる雰
囲気という感じです。２０１１年にリニューア
ルオープンされた店内は、モダンで落ち着
いた内装になっており、昔ながらのお蕎麦
屋さんというよりは、ちょっと落ち着いた小
綺麗なお蕎麦さんという雰囲気。なにかお
蕎麦への期待が自然と高まってきました！
　今回、欲張りな私は、冷たいお蕎麦と
温かいお蕎麦の両方をいただきたかった
ので、「天せいろ」と冬の限定メニュー「か
き南蛮」を注文しました。まず「天せいろ」
が到着。店主こだわりの北海道中川郡音
威子府村、三好農場産の玄そばのみを使
用されていて、細めの麺ながら歯ごたえが
あり、何より香りがよく喉ごしも良い！スル
スルといただけてしまいます。天ぷらは、
なんと大きくプリップリッな“海老”が一
本と、新鮮なお野菜が盛られていて、私
は岩塩を出していただき、揚げたてをサ
クサクといただきました。
　そして「かき南蛮」が到着。広島県安
芸津産の牡蠣は想像していたものより

身が大きくてこちらもプリップリッ！しかも
そんな牡蠣が５個も入っているので大変
贅沢な気分になります。“海老”と“牡
蠣”どちらも店主の素材へのこだわりが
感じられる逸品でした。
　店主にお話をお伺いしたところ、お店
の看板では二八蕎麦とうたわれています
が、実際は、店主のこだわりで、そば粉を
９割使用されているそう！香りが良いのに
も納得しました。お蕎麦の人気メニューは

「天せいろ」「鴨せいろ」「からみそば」、丼
物だと「天丼」「かつ丼」。他にも季節限定
メニューとして、夏は「揚げ茄子とみょう
が」、冬は「かき南蛮」「にしんそば」「カキ
フライ」があるそうです。また毎年１１月に
は新そばが出るそうで、お店の前にも“新
そば”の看板が出るそうです。これは絶
対にチェックしておきたいですね！
　お店の歴史は、日本橋にある藪伊豆
総本店のご親戚であった、荻窪にある藪
伊豆さんからのれん分けをしていただい
たそう。二代目になる店主は、とても気さ
くな感じの方で、たくさんの質問にも快く
答えていただけました。店主のお優しい
性格が、なにかお蕎麦にも出ている感じ
がいたしました。
　そして最後に私が気になったのがお酒
のラインナップ！厳選された５種の日本酒
と、店主に尋ねたところ、お蕎麦屋さんに
しか置いていない蕎麦焼酎で“蕎麦湯割
り”がいただけるそう。これは次回、夜の晩
酌にも是非立ち寄ってみたい！と期待を膨
らませながら、お店をあとにしました。

こんにちは！法人会福利厚生制度の推進担当をしています 大同生命の望月
ひろ子と申します。今回号では私が担当しています石神井台地区の美味しい
お店をご紹介させていただくことになりました。店主こだわりの素材を使用
した、毎日いただいても飽きのこない、地元民に愛されている街のお蕎麦屋
さんをご紹介いたします。

素材へのこだわりと飽きのこないメニュー
を地元の皆様にご提供していきたいです。
お一人様やご夫婦ご家族連れも大歓迎、ご
宴会もご要望次第でお受けしていますので、
是非お気軽にお問合せください。

店長から一言

●代表者：本橋 正敏　●住所：練馬区石神井台 5-1-36
●アクセス：西武新宿線 上石神井駅 徒歩 10 分
●電話：03-3929-0730
●ランチ時間：11:00 ～ 14:30 ／夜 17:00 ～ 20:00
●定休日：第 3 水曜日、毎週木曜日

そば匠 やぶいず
石臼挽き 二八蕎麦

「天せいろ」「かき南蛮」

店舗情報

vol.3

店主こだわりの日本酒

 （左）大同生命 望月ひろ子 （右）本橋店主

海老が絶品 「天せいろ」

ボリューム満点牡蠣が5個入った「かき南蛮」

蕎麦屋でしか
味わえない
蕎麦焼酎
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故事名言、東京商工会議所
表紙の人

●
表
紙
の
人

   

有
限
会
社 

セ
ラ
タ
ッ
ク 

専
務
取
締
役 

内
池 

孝
子 

様

板
橋
区
南
町
九

｜

十
五
　
S
L
T
ビ
ル
一
階 

Q
毎
日
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
中
で
の
手
応
え
や
楽

し
さ
、
喜
び
を
感
じ
る
瞬
間
に
つ
い
て
。

A
私
達
は
ホ
テ
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
商
業
施

設
に
タ
イ
ル
を
施
工
す
る
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

施
工
し
た
現
場
の
一
つ
一
つ
が
弊
社
の
名
刺
に
な
っ

て
お
り
、
現
場
で
共
に
仕
事
を
さ
れ
て
き
た
他
業
種

の
方
々
か
ら
、
お
褒
め
の
言
葉
や
お
仕
事
の
お
話
を

い
た
だ
け
た
と
き
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Q
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
取
り
組
ま

れ
て
き
た
か
。

A
目
の
前
の
仕
事
に
全
力
を
尽
く
し
、
お
客
様
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

Q
こ
の
職
種
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
な
ど
、
他
の
職
種

で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
事
に
つ
い
て
。

A
石
材
と
タ
イ
ル
の
組
み
合
わ
せ
で
施
工
す
る
場
合

な
ど
、
元
と
な
る
石
材
に
似
た
柄
の
タ
イ
ル
を
探
す

の
で
す
が
、
ご
提
案
し
た
タ
イ
ル
が
一
回
で
O
K
が

出
た
と
き
に
醍
醐
味
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

前
の
ホ
テ
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
自
由
に
散
策
で
き

る
事
で
す
か
ね
（
笑
）

Q
仕
事
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
ご
趣
味
、
息
抜
き
な

ど
に
つ
い
て
。

A
仕
事
柄
、
車
で
の
移
動
が
多
い
の
で
休
日
は
な
る
べ

く
車
で
の
移
動
を
控
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
で
羽
田
空

港
ま
で
行
っ
た
り
、
都
内

を
散
策
し
た
り
、
先
日
も

電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
い

で
、
群
馬
の
四
万
温
泉
ま

で
片
道
二
時
間
半
か
け
て

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
刎ふ
ん
は
切
る
。
頸け
い
は
首
で
、「
刎
頸
の
交
」は
友
人
の
た
め
に
は
首

を
切
ら
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
意
味
。
生
死
を
共
に
す
る
よ

う
な
極
め
て
親
し
い
交
わ
り
の
こ
と
を
い
う
意
味
。

　
史し
き記
に
よ
る
と
、藺
り
ん
し
ょ
う
じ
ょ

相
如
は
、趙ち
ょ
うの
恵け
い
ぶ
ん
お
う

文
王
の
寵ぼ
つ
け
ん

臣
繆
賢
の
食

客
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が「
和か
し
の
た
ま

氏
の
璧
」を
無
事
に
国
に
も
ち
帰
り
、

ま
た
、
秦し
ん
王
と
趙
王
が
澠め
ん
ち池
で
会
合
し
た
と
き
に
も
、
趙
王
が
恥

を
か
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
救
っ
て
、
つ
い
に
は
上
卿（
宰
相
）に

ま
で
出
世
し
、
趙
の
名
将
廉れ
ん
ぱ頗
よ
り
上
席
に
な
っ
た
。
す
る
と
廉

頗
は
怒
っ
て「
自
分
は
戦
場
で
幾
度
も
手
柄
を
た
て
て
今
の
地
位

を
か
ち
得
た
の
に
、
彼
は
口
先
だ
け
の
働
き
で
自
分
よ
り
上
に

な
っ
た
。
身
分
の
卑
し
い
者
の
下
に
い
る
の
は
お
も
し
ろ
く
な

い
。こ
ん
ど
会
っ
た
ら
恥
を
か
か
し
て
や
る
」と
宣
言
し
た
。

　
こ
れ
を
聞
い
た
相
如
は
、
廉
頗
の
車
を
見
る
と
急
い
で
自
分
の

車
を
わ
き
道
に
そ
ら
せ
た
り
し
た
。
部
下
た
ち
は「
な
ぜ
廉
将
軍
を

そ
ん
な
に
恐
れ
る
の
で
す
か
。
も
う
こ
れ
以
上
は
耐
え
ら
れ
な
い

か
ら
暇
を
も
ら
い
た
い
」と
申
し
出
た
。
す
る
と
相
如
は
、
部
下
た

ち
を
引
き
と
め
て「
廉
将
軍
と
秦
王
と
は
ど
ち
ら
が
恐
ろ
し
い
か
」

と
尋
ね
た
。「
も
ち
ろ
ん
秦
王
だ
」と
答
え
る
と「
私
は
そ
の
秦
王
を

も
恐
れ
ず
に
、秦
の
宮
廷
で
王
を
叱
り
つ
け
た
。ど
う
し
て
廉
将
軍

を
恐
れ
よ
う
。私
の
恐
れ
る
の
は
、強
国
の
秦
が
趙
に
攻
め
て
こ
な

い
の
は
、
廉
将
軍
と
私
が
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
の
二
人

が
争
っ
て
、
ど
ち
ら
か
が
倒
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。

私
が
廉
将
軍
を
避
け
て
い
る
の
は
、
国
家
の
安
危
を
第
一
に
思
い

個
人
の
怨
み
を
後
に
す
る
か
ら
だ
」と
言
っ
た
。

　
廉
頗
は
こ
の
話
を
聞
い
て
大
い
に
恥
じ
、
相
如
の
家
を
訪
ね「
許

し
て
欲
し
い
。
自
分
は
あ
な
た
の
気
持
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
」と

い
っ
て
心
か
ら
誤
っ
た
。相
如
も
廉
頗
の
そ
の
潔
い
態
度
に
改
め
て

感
激
し
、そ
れ
か
ら
二
人
は「
刎
頸
の
交
」を
結
ぶ
に
至
っ
た
。

　
話
は
違
う
が
、
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
冬
の
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
選
手
を
囲
ん

で
祝
福
し
て
い
る
姿
を
数
多
く
見
た
。
ワ
ー
ル
ド
大
会
等
で
い
つ

も
競
い
合
っ
て
い
る
か
ら
親
し
く
も
な
り
、ラ
イ
バ
ル
と
し
て
努
力

を
積
み
重
ね
て
競
技
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
友
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。祝
福
す
る
そ
の
姿
は
美
し
い
。 	  

副
会
長
　
荒
井
秋
海

【
刎ふ

ん
け
い頸
の
交

ま
じ
わ
り

】

故
事
名
言

（2022年4月1日現在）

法律相談 毎月第2金曜日 午後1時〜4時（30分単位）　　　　　　　　　　　  相談員：弁護士

税務相談 1月〜3月 毎週火曜日/4月〜12月 毎月第2火曜日 午後1時〜4時（30分単位） 相談員：税理士
●問い合わせ先 東京商工会議所練馬支部 練馬区練馬1-17-1 Coconeri 4階   電話 3994-6521 FAX 3994-6589

※担保・保証人不要（保証協会の保証も不要）
※他に練馬区の利子補給 40％
※利用できる方：従業員20 名以下

（宿泊業・娯楽業を除く 商業・サービス業は5名以下）
※1 年以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資金として
　貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に沿えないことがあります。
　（会員・非会員の方、問わず利用できます）

マル経融資のご案内  〜小規模事業者経営改善資金〜

融資限度額融資限度額    2,0002,000万円万円 利率 1.23％
返 済 期 間返 済 期 間   運転資金  7年以内運転資金  7年以内
　　　　 　 　　　　 　 設備資金10年以内設備資金10年以内

相談
無料

窓口窓口
専門相談専門相談


